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卒
業
お
め
で
と
う 

 

梅
の
花
が
ほ
こ
ろ
び
、
暖
か
な
春
の
お
と
ず
れ
を

感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
本
校
で
は
３
月
４
日

（
月
）
に
高
等
部
専
門
学
科
18
人
、
高
等
部
普
通
科

氷
川
分
教
室
17
人
、
３
月
12
日
（
火
）
に
は
小
学

部
３
人
、
高
等
部
普
通
科
６
人
、
計
44
人
が
学
舎
を

巣
立
ち
ま
す
。
校
訓
『
じ
ょ
う
ぶ
で 

明
る
く 

粘

り
強
く
』
の
も
と
、
３
年
間
か
ら
12
年
間
、
仲
間
と

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
来
ま
し
た
。
卒
業
を
前

に
、
全
員
が
進
学
、
就

職
、
施
設
の
利
用
等
の

進
路
を
決
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
一
人
一

人
が
自
信
を
持
っ
て
、

元
気
に
活
躍
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
は
、
多

く
の
行
事
や
教
育
活
動

に
御
支
援
・
御
協
力
を

賜
り
、
た
く
さ
ん
の
思

い
出
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

全
校
集
会
（
お
別
れ
会
） 

  

２
月

19

日
（
火
）

に
全
校
集
会
を
行
い

ま
し
た
。
小
学
部
、

高
等
部
普
通
科
、
高

等
部
専
門
学
科
、
高

等
部
普
通
科
氷
川
分

教
室
の
卒
業
す
る
児

童
・
生
徒
が
発
表
を

行
い
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ

れ

ス

ラ

イ

ド

を

使
っ
て
思
い
出
を
発

表
し
た
り
、
一
人
一

人
が
進
路
先
や
将
来

の
目
標
を
宣
言
す
る

な
ど
、
思
い
の
こ
も
っ
た
発
表
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
氷
川
分
教
室
か
ら
は
テ
レ
ビ

会
議
を
通
じ
て
、
見
や
す
い
よ
う
に
模
造
紙

に
１
枚
ず
つ
に
ま
と
め
て
、
修
学
旅
行
や
き

ら
り
祭
（
学
校
祭
）
な
ど
の
思
い
出
を
、
ラ

ン
キ
ン
グ
形
式
で
発
表
し
ま
し
た
。 

 

寄
宿
舎
お
別
れ
会 

 
 

３
月
４
日
（
月
）
の
高

等
部
専
門
学
科
卒
業
式

を
前
に
し
て
、２
月

28

日
（
木
）
に
寄
宿
舎
の
お

別
れ
会
を
行
い
ま
し
た
。

卒
業
祝
い
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
夕
食
会
の
あ

と
、実
行
委
員
の
生
徒
の
司
会
で
、高
等
部

専
門
学
科
８
人
、高
等
部
普
通
科
２
人
、

小
学
部
１
人
の
卒
業
生
と
在
舎
生
が
向
か

い
合
い
、別
れ
の
言
葉
や
歌
、在
校
生
か
ら

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。卒
業

生
一
人
一
人
か
ら
の
あ
い
さ
つ
で
は
、自
分

の
成
長
、楽
し
か
っ
た
思
い
出
、職
員
へ
の

感
謝
、後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
、寄
宿

舎
生
活
を
振
り
返
り
な
ら
話
し
ま
し
た
。

最
後
に
全
員
合
唱
を
し
、
在
舎
生
の
ア
ー

チ
に
見
送
ら
れ
、会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

涙
と
笑
い
に
包
ま
れ
た
、温
か
い
お
別
れ
会

に
な
り
ま
し
た
。 

 高等部専門学科卒業式（３月４日） 
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ボ
ッ
チ
ャ
大
会
・
・
・
高
等
部
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ 

 

熊
本
県
内
の
特
別
支
援
学
校
14
校
で
は
、
今
年
７
・
８
月

に
熊
本
県
を
は
じ
め
５
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
校
総
体

「
南
部
九
州
総
体
２
０
１
９
」
の
記
念
品
を
製
作
し
て
い
ま

す
。
本
校
で
は
写
真
立
て
を
作
り
、
県
内
で
行
わ
れ
る
競
技

に
出
場
す
る
選
手
な
ど
に
贈
ら
れ
ま
す
。
２
月
14
日
（
木
）

午
前
に
は
、
組
立
・
磨
き
の
工
程
を
終
え
た
写
真
立
て
の
塗

装
を
、
卒
業
を
控
え
た
高
等
部
普
通
科
５
人
と
、
専
門
学
科

18
人
の
計
23
人
で
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
２
０
０
個
以

上
の
写
真
立
て
を
蜜
蝋
ワ
ッ
ク
ス
で
塗
り
、
拭
き
上
げ
ま
で

の
作
業
を
し
ま
し
た
。
生
徒
同
士
が
協
力
し
合
い
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
予
定
し
て
い
た
時
間
内
に
す
べ
て
仕
上
が

り
ま
し
た
。
今
年
５
月
末
ま
で
に
、
５
０
０
個
の
納
品
を
予

定
し
て
お
り
、
専
門
学
科
工
芸
科
を
中
心
に
製
作
を
続
け
て

い
き
ま
す
。 

 

２
月
５
日
（
火
）
に
、
全
国
の
肢
体
不
自
由
特
別
支
援
学
校
高
等
部

に
在
籍
す
る
生
徒
を
対
象
と
し
た
、
初
め
て
の
プ
レ
ゼ
ン
カ
ッ
プ
全
国

大
会
「
ミ
ラ
コ
ン 
～
未
来
を
見
通
す
コ
ン
テ
ス
ト
～
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
東
京
都
立
志
村
学
園
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
各
校

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
繋
ぎ
、
全
国
７
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
代
表
の
生
徒

が
、
「
私
の
描
く
未
来
マ
ッ
プ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
プ
レ
ゼ
ン
力
を
競

う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
本
校
か
ら
は
、
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

と
し
て
高
等
部
普
通
科
１
年
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。
高
等
部
普
通
科

生
徒
や
取
材
の
報
道
機
関
の
方
々
が
見
守
る
中
、
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
で
取
り
組
ん
で
き
た
防
災
学
習
の
成
果
を
踏
ま
え
、
「
障
が
い

が
理
解
さ
れ
る
世
の
中
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。

結
果
は
、
「
優
秀
賞
（
第
２
位
）
」
と
、
観
客
か
ら
最
も
支
持
を
集
め

た
発
表
に
贈
ら
れ
る
「
観
客
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
受
賞
の
瞬
間
、

少
し
照
れ
な
が
ら
も
笑
顔
を
見
せ
、
大
会
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、

「
２
位
だ
っ
た
け
れ
ど
、
普
通
科
の
み
ん
な
で
作
っ
た
も
の
な
の
で
、

僕
は
、
１
位
だ
と
思
っ
て
ま
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

第
一
回
プ
レ
ゼ
ン
カ
ッ
プ
全
国
大
会 

 
「ミ
ラ
コ
ン
～
未
来
を
見
通
す
コ
ン
テ
ス
ト
～
」 

高
等
部
普
通
科
で
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目

「
ボ
ッ
チ
ャ
」
競
技
に
、
体
育
の
授
業
や
同
好
会
（
部
活

動
）
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
卒
業
式
を
前
に
し
た
２
月

28
日
（
木
）
に
、
普
段
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
の
少
な

い
高
等
部
専
門
学
科
と
共
に
、
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
形
式
の

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
普
通
科
７
チ
ー
ム
、
専

門
学
科
９
チ
ー
ム
が
４
つ
の
パ
ー
ト
で
予
選
リ
ー
グ
を
行

い
、
各
パ
ー
ト
の
一
位
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
み
ま

し
た
。
予
選
か
ら
接
戦
続
き
で
、
一
投
ご
と
に
歓
声
や
拍

手
が
起
こ
り
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
結
果
は
普

通
科
の
チ
ー
ム
が
上
位
を
占
め
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

全
国
高
校
総
体
の
記
念
品
製
作 


